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1　コウモリとは
コウモリとは「翼手目（Order 

Chiroptera）」に属する動物の総
称である．コウモリは地球上に生
息する哺乳類約 4,000種のうち，
約 1,100種とその 4分の 1近くを
占めており，げっ歯目に次ぐ多様
性を持っている．コウモリは自力

飛翔を行う唯一の哺乳動物であり，大陸北限及び南極を
除く世界中に広く分布している．
コウモリは多様な生物学的特徴を有することが知られ
ている．オオコウモリは餌などの位置の把握方法（定
位）を主に視覚を用いて行うのに対して，ココウモリは
超音波を使ったエコーロケーションによる定位を行う．
食性は幅広く，昆虫食を行う種が多いが，中にはカエル
（カエルクイコウモリ），魚（ウオクイコウモリ），血（チ
スイコウモリ），果物や花（オオコウモリ），さまざまな
ものを餌とする種が知られている．また，オオコウモ
リを除く多くの種ではトーパー（休眠状態）と呼ばれる
非活動時間帯の消費エネルギーを低下する状態が非常に
発達している．コウモリの大きさは体重 1.5 kg，翼長
2 m（ジャワオオコウモリ）～体重 1.5 g，翼長 22 cm（キ
ティブタバナコウモリ）と幅広く，コロニーサイズも単
数（ミミナガホウヒゲコウモリ）～数百万頭（メキシコ
オヒキコウモリ）と非常に幅広く，洞窟などに生息する
コウモリが夕暮れ時に捕食のために出てくる様子を何時
間も観察することができる場所もある．繁殖形態は雌雄
単数，一夫一妻，一妻多夫，雌集団，一夫多妻，多夫多
妻とさまざまである．食性については上述のとおり幅広
く，特にココウモリは昆虫，果物，花蜜，小型哺乳類，
魚，血液などの多様性を持っている．コウモリの寿命に
ついては 5～15年といわれているが，トビイロホオヒ
ゲコウモリが 34年間生存していたことが報告されてお
り［1］，トーパーが発達しているココウモリの中には非

常に長い寿命を持つ種も存在している．このような多様
な特徴を有するコウモリは，現在，分子生物学的手法を
用いた分類により Yinpterochiroptera亜目と Yangochi-

roptera亜目に分けられている［2］．

2　感染症の宿主としてのコウモリ
コウモリは，これまでに社会的に注目されたさまざま
な感染症，特にウイルス性感染症の自然宿主だと考えら
れている．ここでは，コウモリが自然宿主であると考え
られている人や動物で問題となった感染症について，主
要なものをウイルス科ごとに分けて紹介する［3］．
まずは，コロナウイルス科のウイルスについて紹介す
る［4, 5］．
コウモリを由来とすると考えられるコロナウイルス感
染症としては 2002年に中国で感染者が報告され，その
後アジアを中心に流行し終息した重症急性呼吸症候群
（SARS）が世界的な注目を集めた．その後，2012年に
サウジアラビアで初めて確認され，中東を中心に現在も
感染者が報告されている中東呼吸器症候群（MERS），
2020年に感染者が確認され世界中に感染が拡大した
COVID-19など，人に呼吸器疾患を中心とした疾患を
引き起こすものがある．また，人以外では，2017年に
中国で 2万頭を超える豚が死亡した急性下痢症候群
（SADS）が知られている．これらの感染症の原因となっ
たコロナウイルスはキクガシラコウモリなどが自然宿主
であると考えられている．
次に，フィロウイルス科のウイルスについて紹介す
る．フィロウイルス感染症としてはエボラ出血熱やマー
ルブルグ病がコウモリ由来感染症と考えられている．エ
ボラ出血熱は 1976年にスーダンとコンゴ民主共和国で
初めて発生が確認されて以降，アフリカで多数のアウト
ブレイクが確認されている［6］．特に，2014年の流行は
ギニアから始まりナイジェリアやセネガルなどに拡大し
た結果，感染者は 2.8万人を超え，1.1万人以上の死者
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が確認された［7］．エボラウイルス属はザイール，スー
ダン，ブンティブギョ，タイフォレスト，レストンの 5

つの亜属に分けられるが，このうちレストンエボラウイ
ルスは人への感染例は報告されているものの死亡例は報
告されておらず，人以外の霊長類で病原性を示すことが
報告されている［8］．豚も感染することが確認されてい
るが人と同様，発症は確認されていない．マールブルグ
病もアフリカで流行が起きており，ともに高い致死率を
示すことが知られている．これらフィロウイルスはウマ
ヅラコウモリやルーセットオオコウモリなどのオオコウ
モリが自然宿主であると考えられている［9］．
パラミクソウイルス科のウイルスにはニパウイルス感
染症とヘンドラウイルス感染症があげられる．ニパウイ
ルス感染症は人や豚への感染が確認されており，人に脳
炎様症状を示すが豚では呼吸器系症状が主であり，神経
症状はまれである．1998年にマレーシアで初めて流行
が確認され，105名の死亡が確認されると共に 100万
頭を超える豚の殺処分が行われた［10］．また，2001年
以降はバングラデシュ，インド，フィリピンなどで断続
的に患者が報告されている．ヘンドラウイルス感染症は
馬を介して人に感染する［11］．人にはインフルエンザ
様症状から肺炎，さらには脳炎など幅広い疾患を引き起
こす．馬では急性呼吸器疾患または神経症状を呈した後
に死亡する例が多く報告されている．1994年に初めて
患者が報告されており，馬での発生は 2006年以降毎年
報告されている．これらのパラミクソウイルス感染症の
自然宿主としてはジャワオオコウモリやヒメオオコウモ
リ，クロオオコウモリなどのオオコウモリであると考え
られている．
ラブドウイルス科のウイルスによる感染症としては狂
犬病ウイルスが 1930年代にチスイコウモリから検出さ
れて以降，ラゴスコウモリウイルス，ドゥベンヘイグウ
イルス，ヨーロッパコウモリリッサウイルス 1及び 2，
オーストラリアコウモリリッサウイルスがコウモリから
検出されており，人への感染・死亡例も報告されている
［12］．
このように，コウモリからは新興再興感染症として注
目される多くの感染症の原因となるウイルスが検出され
ている．しかし，その他のウイルス科のウイルスが保有
しているのかどうか，ということについてはあまり認識
されていない．ZOVER : the database of zoonotic and 

vector-borne viruses，（http://www.mgc.ac.cn/cgi-bin/

ZOVER/main.cgi），（accessed 2024-3-10）というデータ
ベースには，コウモリから検出されたウイルスの情報
が，検出された地域，コウモリ種，ウイルス種，報告年
と共に登録されており，その登録数は 2023年 1月 16

日時点で 21,347個となっており，コロナウイルス科の
登録数は 9,927個，フィロウイルス科が 141個，パラ

ミクソウイルス科が 1,397個，ラブドウイルス科が
3,123個となっている（表）．このデータベースからは，
ほぼ全てのウイルス科のウイルスがコウモリから検出さ
れていることがわかる．
コウモリから検出される病原体はウイルスだけではな
く，カンピロバクターなどの細菌やヒストプラズマなど
の真菌，クリプトスポリジウムなどの原虫も検出されて
いる［13-15］．これらは，コウモリはウイルスのみな
らず細菌や原虫など人や動物に病気を起こす可能性があ
るさまざまな病原体を保有していることがわかり，ウイ
ルス以外の病原体の媒介リスクについても考慮しておく
必要がある．

表　データベースに登録されているコウモリから検出され
たウイルス科ごとのゲノム数

ウイルス科 遺伝子登録数

レトロウイルス
ヘパドナウイルス科 111
レトロウイルス科 26

二本鎖 DNAウイルス
アデノウイルス科 570
ヘルペスウイルス科 387
パピローマウイルス科 64
ポリオーマウイルス科 317
ポックスウイルス科 12

二本鎖 RNAウイルス
ピコビルナウイルス科 46
レオウイルス科 379

一本鎖 DNAウイルス
アネロウイルス科 23
シクロウイルス科 321
ゲノモウイルス科 30
パルボウイルス科 195
スマコウイルス科 3

－鎖 RNAウイルス
アレナウイルス科 11
ボルナウイルス科 4
フィロウイルス科 141
ハンタウイルス科 75
ナイロウイルス科 27
オルソミクソウイルス科 12
パラミクソウイルス科 1397
ペリブニヤウイルス科 31
フェヌイウイルス科 10
ラブドウイルス科 3123

＋鎖 RNAウイルス
アストロウイルス科 948
カリシウイルス科 66
コロナウイルス科 9927
フラビウイルス科 254
ヘペウイルス科 20
ピコルナウイルス科 335
トガウイルス科 21
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3　コウモリと人や動物との接触
われわれがコウモリの存在を認識する機会は非常に少
ない．それは，コウモリはわれわれが外で活動する機会
が少ない夜に餌を捕るために飛び回り，われわれが活動
する昼間はねぐらに潜んでいることも一因である．ココ
ウモリのねぐらは洞窟や樹洞，廃坑やトンネル，家屋の
軒先などであり，オオコウモリは，洞窟に生息するルー
セットオオコウモリを除き，木にぶら下がって休息す
る．ねぐらの下にはコウモリの糞が落ちていることか
ら，コウモリのねぐらの有無はコウモリの糞の有無で確
認することができる．日本でもさまざまな場所で空を飛
んでいるコウモリを確認することはできる．山間部のみ
ではなく，都市部でも公園や河川敷などで昆虫などの
餌を捕獲するためにコウモリは飛んでいる．夜行性かつ
自力飛翔を行う動物であることから，非常に認知しにく
い動物である．また，コウモリはさまざまな形でわれわ
れの身近なところに存在している．バットグアノは洞窟
内に生息しているコウモリの糞や体毛などの堆積物を基
に作られた有機肥料で，東南アジアなどから日本にも輸
入され，市販されている．アジア，オセアニア，アフリ
カなどの国の中にはオオコウモリを高級食材として扱っ
ている地域もあり，スープや串焼きなどに調理されて
人々の食卓に供されている．また中国ではココウモリの
糞を原材料としている漢方もある．このように，世界に
目を向けるとコウモリは思った以上に身近な存在である
ともいえる．

4　コウモリの疫学調査について
コウモリ由来感染症のリスクを明らかにするために
は，対象地域に生息するコウモリを捕獲し，病原体の遺
伝子や病原体に対する抗体の保有状況について除法を収
集蓄積していく必要がある．われわれは長年にわたり

フィリピン大学ロスバニョス校獣医学部，生物科学研究
所，及び自然史博物館の研究者らと共同でフィリピンに
生息するコウモリを対象とした疫学調査を実施してい
る．ここでは，実際の捕獲方法や調査の結果について簡
単に紹介する．なお，捕獲は，フィリピン環境天然資源
省の許可を得て行った．
まずは，コウモリの捕獲方法について説明する．コウ
モリの捕獲は主に夕方から朝方にかけて行う．飛翔する
コウモリを捕獲するためには霞網（mist net）やハープ
トラップと呼ばれる網のようなもので捕獲する．霞網で
は主にオオコウモリが捕獲される．ハープトラップはコ
コウモリの捕獲に用いる．捕獲は主に日没から夜明けま
での夜間に実施する．水辺やマンゴーやバナナ，ヤシな
どの果樹の位置を確認したうえでその周辺でコウモリの
飛行経路と予測される地点に霞網やハープトラップを設
置する（図 1）．河川などの少し開けた箇所ではスリン
グショットを使って高い 2本の木の枝にロープを架け，
その間に霞網を張る，通称スカイネットという梁型で上
空を飛行するコウモリを捕獲する．また，コウモリは昼
間，洞窟や家屋の軒先，軒下など，さまざまな場所をね
ぐらとして休息している．日没前後は餌の採取のために
ねぐらを飛び立つコウモリを捕獲する．その際，ねぐら
としている洞窟や軒先などの前に捕獲用のミストネッ
トをセットしねぐらから出てくる個体を捕獲する．コウ
モリを効率的に捕獲するためには霞網やハープトラッ
プをどこにどのように設置するのかが非常に重要である
（図 2）．そのためにもコウモリの生態を熟知しているこ
とが欠かせない．われわれの研究プロジェクトでは先に
述べたようにフィリピン大学ロスバニョス校の生物科学
研究所や自然史博物館のコウモリの生態に熟知した研究
員と共同でプロジェクトを進めることでコウモリの捕
獲を効率的に進めることが可能になっている．コウモ

図 1　コウモリを捕獲するために使用する霞網（左）とハープトラップ（右）
コウモリ生態学の専門家の協力により，コウモリの飛行ルートを想定して設置することで，コウモリを捕獲することが可
能になる．
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リを含め，野生動物由来感染症の疫学調査では，対象と
する野生動物の生態に熟知した生態学者との密接な連携
が非常に重要である．
捕獲したコウモリからは，血清や肛門スワブ，口腔ス
ワブ，脾臓や肝臓といった各種臓器を採取し，PCRや
次世代シーケンサーを用いた病原体遺伝子の検出を行う
とともに，ELISAや中和抗体法などを用いて病原体特
異的抗体の検出を行い，コウモリがどのような病原体を
保有，もしくは暴露を受けたのかを明らかにしてきた．
これまでにフィリピンのコウモリを対象とした疫学調査
では，コロナウイルスやヘルペスウイルス，オルソレオ
ウイルスなどの遺伝子を検出したほか，フィリピンのオ
オコウモリがレストンエボラウイルスに対する特異抗
体を保有していることを明らかにし，これらのウイルス
の感染環に関与していることを明らかにした［16-19］．
また，ウイルス以外にも Campylobacter jejuniなどの
細菌や Eimeriaといった寄生虫の遺伝子も検出されて
おり，コウモリがウイルス以外の病原体のキャリアと
なっていることが確認されている．
近年の温暖化の影響により，蚊の生息域の北限の北
上をはじめとして動植物の生息域の変化が確認されてい
る．コウモリの餌となる動植物の生息域の変化に伴い，
コウモリの生息域も変化することが予想され，コウモリ
由来感染症の浸潤地域の拡大も懸念される．コウモリを
含む野生動物由来感染症は One Healthの概念の中でも
非常に理解がしやすい分野であり，かつ，獣医学領域が
重要な役割を占める分野の一つである．コウモリからは
SADSやニパウイルス感染症のように人だけではなく畜
産動物に甚大な被害を引き起こす病原体が時に検出され
ることから，One Healthという概念を踏まえて研究を
進めることが重要であると考える．
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